
【状況】
〇営農組合等が５組織しかなく、⼩
規模な個⼈農家が農業経営を続けて
おり、担い⼿の耕作地と混在してい
る地域が多い。
また、⼟地所有者に対して担い⼿を
位置付けてきたため、ほ場が分散し
ている。

○農地中間管理事業を活⽤して農地
集積・集約を積極的に進めているが、
担い⼿不在地域が多くあるため担い
⼿への農地集約まではできていない。

【課題】
○牧地内においては、⼟地改良事業
を実施中であるが、それ以外は⽤排
⽔未分離で⼀区画が狭⼩である。地
域計画・⽬標地図に基づき、担い⼿
の耕作エリアごとに集積・集約を進
めることにより課題を解消していく
必要があるが、担い⼿間において貸
付条件が違うため交換に⾄っていな
い。

安⼋町 全域

①取組開始前の状況や課題

地域計画に向けた戦略会議
〇農業委員会、⼟地改良区、農事改良組合、ＪＡ、区⻑会が参加し、担い⼿の意向を
把握した上で⽬標地図について話し合いを⾏う⽅向で協議をした。

幅広い関係者による協議の場
〇担い⼿、農業委員・推進委員、農事改良組合、
ＪＡ、区⻑会の代表者、安⼋町など４０名が
参加し、地域ごと３つのグループに分かれ現状の
耕作状況や課題、今後の担い⼿が耕作するエリア
ついて協議。

②取組内容

地域計画策定に向けた農地利⽤集積の取組

【地域の概要】
○ 岐⾩県の濃尾平野北⻄部に位置し、東に⻑良川、⻄に揖斐川に挟まれた輪中地帯
○ 耕地⾯積は743ha（⽥592ha 畑151ha）で、町内全域が⽤排⽔未分離（⼀部はほ場整備事業実施中）
○ 認定農業者２２経営体（農事組合法⼈４法⼈含む）、集落営農組織１組織などに集積を進めている
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地域計画実現のための実⾏・随時更新
○令和７年３⽉に策定した地域計画・⽬標地図に基づき、必要に応じ変更・⾒直しを
⾏う。

〇農地中間管理事業を活⽤した貸借権の設定を進める。
〇担い⼿が効率よく営農活動ができるよう、⼟地改良事業を推進していく。

③今後の展開と⽅向性


